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二
）
本
稿
の
関
心
と
課
題

（
１
）

沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
へ
の
「
就
学
率
」
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
期
に
「
全
国
の
平
均
率
に
伯
仲
す
る
」
数
値
を

達
成
し
た
。
こ
の
就
学
率
の
上
昇
を
も
っ
て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
の
拡
大
は
達
成
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と

（
２
）

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
定
説
は
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
今
日
に
至
り
、
先
行
研
究
も
そ
の

上
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
定
説
は
二
つ
の
問
題
点
を
含
有
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
就
学
率
か
ら
は
児
童
が
入
学
後
（
就
学
後
）

も
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
の
意
味
で
小
学
校
教
育
が
人
び
と
の
間
に
定
着
し
て
い
た
の
か

沖
縄
県
の
児
童
は
卒
業
ま
で
小
学
校
に
通
い
続
け
た
の
か

序
論 ’
一
九
二
○
年
代
半
ば
か
ら
四
○
年
代
半
ば
ま
で
の
『
文
部
省
年
報
』
を
も
と
に
Ｉ
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と
い
う
就
学
実
態
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
安
川
寿
之
輔
や
佐
藤
秀
夫
の
先
行
研
究

（
３
）

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
沖
縄
県
に
お
け
る
児
童
の
就
学
実
態
を
就
学
率
と
は
異
な
る
指
標
を
用
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

も
う
一
つ
は
、
土
方
苑
子
に
よ
る
小
学
校
の
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
層
へ
の
拡
大
・
定
着
は
一
九
三
○
年
代
を
待
た
ね
ば

（
４
）

な
ら
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
土
方
は
、
長
野
県
五
加
村
の
事
例
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
卒
業
ま
で
小
学
校
に

通
い
続
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
で
の
初
等
教
育
拡
大
・
定
着
の
達
成
時
期
に
つ
い
て
、
上
記
の
結
論
を
導
い
た
。

ま
た
、
土
方
は
、
行
政
村
と
学
校
文
書
を
用
い
て
、
就
学
率
で
は
な
く
個
々
の
児
童
の
就
学
実
態
を
分
析
す
る
と
い
う

手
法
を
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
沖
縄
県
の
児
童
の
就
学
実
態
に
つ
い
て
も
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
就
学
率
と
は
異
な

る
指
標
を
用
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
説
を
問
い
直
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿

は
、
土
方
の
結
論
に
な
ら
い
検
討
対
象
を
同
じ
一
九
三
○
年
代
前
後
と
設
定
し
た
。

ま
た
、
従
来
は
、
日
清
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
が
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
の
普
及
（
就
学
率
の
上
昇
）
を
大

（
５
）

き
く
促
進
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
就
学
率
と
異
な
る
指
標
を
用
い
て
小
学
校
教
育
普
及
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
の
ち
も
、
こ
の
議
論
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
拡

大
の
要
因
と
し
て
、
日
清
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利
だ
け
を
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
が
先

に
見
据
え
て
い
る
の
は
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。

（
６
）

本
稿
は
、
以
上
の
関
、
心
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
沖
縄
県
に
お
い
て
全
国
平
均
と
比
較
し
て
ど
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ま
た
、
土
方
苑
子
が
採
っ
た
学
齢
児
童
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
の
記
録
に
依
拠
す
る
と
い
う
手
法
は
、
資
史
料
の

問
題
を
克
服
で
き
れ
ば
、
児
童
の
就
学
実
態
に
迫
る
た
め
に
は
最
も
有
用
な
手
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
学

齢
児
童
名
簿
や
学
籍
簿
の
よ
う
な
個
人
の
記
録
に
は
毎
年
の
修
学
状
況
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
、
就
学
実
態
が
な
く
な
れ

ば
理
由
と
合
わ
せ
て
記
載
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
の
記
録
を
用
い
る
と
い
う
方
法
は
、
個
人
情
報
保
護

（
８
）

が
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
昨
今
で
は
実
施
に
は
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
利
用
可
能
な
範
囲
で
児
童
の
就
学
実
態
が
把
握
で
き
る
資
史
料
と
し
て
『
文
部
省
年
報
』
に
記
載
さ
れ
た

が
残
る
。

三
）
史
料
と
方
法

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
就
学
率
と
は
異
な
る
指
標
を
用
い
て
児
童
の
就
学
の
程
度
を
は
か
ろ
う
と
試
み
た
先
行
研
究

は
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
安
川
寿
之
輔
が
「
実
質
的
就
学
率
」
、
佐
藤
秀
夫
が
「
通
学
率
」
と
い
っ
た
指
標
を
考
案
し

（
【
ｌ
）

た
。
し
か
し
、
本
稿
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
指
標
を
用
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
先
行
研
究
の
多
く
は
、
就
学
率
や
そ
の
後

の
研
究
で
正
確
さ
に
対
し
て
疑
問
が
呈
さ
れ
た
学
齢
児
童
数
と
い
っ
た
数
値
に
依
拠
し
て
、
新
た
な
指
標
を
設
定
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
就
学
率
や
学
齢
児
童
数
が
、
当
時
の
児
童
の
就
学
実
態
や
学
齢
期
に
当
た
る
子
ど
も
の
実
数
を
さ

ほ
ど
正
確
に
反
映
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
設
定
さ
れ
た
指
標
を
借
用
す
る
に
は
少
な
く
な
い
不
安

の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
設
定
し
た
。
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各
年
度
三
月
一
日
現
在
在
籍
児
童
数
と
当
該
年
度
入
学
・
卒
業
者
数
が
浮
上
す
る
。
『
文
部
省
年
報
』
と
は
、
「
文
部
省（
９
）

所
定
ノ
統
計
年
度
（
自
四
月
一
日
至
一
一
一
月
一
二
一
日
）
中
文
部
省
管
理
ノ
学
事
及
宗
教
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
輯
録
ス
ル
モ
ノ
」

で
あ
る
。
そ
の
中
に
記
載
さ
れ
た
各
年
度
在
籍
児
童
数
に
依
拠
し
う
る
の
は
、
学
籍
簿
が
児
童
の
毎
年
の
修
学
状
況
に

（
、
）

即
し
た
記
録
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
卒
業
・
入
学
者
も
学
籍
簿
に
記
載
さ
れ
る
項
目
で
あ
っ
た
た

め
、
在
籍
児
童
数
同
様
に
、
依
拠
し
う
る
数
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
数
値
に
依
拠
す

る
こ
と
で
、
就
学
率
や
学
齢
児
童
数
と
い
っ
た
数
値
の
利
用
を
回
避
し
た
。

（
Ⅲ
）

こ
こ
か
ら
本
稿
は
、
『
文
部
省
年
報
』
各
年
報
に
記
載
さ
れ
た
各
年
度
一
二
月
一
日
現
在
在
籍
児
童
数
と
当
該
年
度
入

学
・
卒
業
者
数
に
依
拠
し
、
「
卒
業
率
」
と
「
離
脱
率
」
と
い
う
指
標
を
設
定
し
た
。
ま
ず
卒
業
率
は
、
卒
業
者
数
／
入

学
者
数
×
一
○
○
で
求
め
ら
れ
、
あ
る
学
年
の
入
学
児
童
の
う
ち
六
年
後
に
卒
業
を
迎
え
た
児
童
の
割
合
を
表
す
。
ま

た
、
入
学
後
一
年
未
満
で
の
離
脱
（
入
学
者
数
と
第
一
学
年
時
在
籍
児
童
数
の
差
異
）
を
小
学
校
に
ほ
ぼ
就
学
し
て
い
な

い
も
の
と
み
な
す
と
、
次
の
よ
う
な
卒
業
率
も
設
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
卒
業
者
／
第
一
学
年
時
在
籍
児
童
×
一
○
○（
旧
）

で
表
さ
れ
、
小
学
校
に
通
っ
た
経
験
の
あ
る
児
童
（
在
籍
し
た
児
童
）
の
う
ち
卒
業
を
迎
え
た
者
の
割
く
ロ
を
意
味
す
る
。

地
域
を
問
わ
ず
、
入
学
者
と
第
一
学
年
時
在
籍
児
童
数
は
一
致
し
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
二
つ
の
卒
業
率
を
併
用
し
た
。

離
脱
率
は
、
（
前
年
度
在
籍
児
童
数
１
今
年
度
在
籍
児
童
数
）
／
前
年
度
在
籍
児
童
数
×
一
○
○
で
求
め
ら
れ
、
次
学

（
旧
）

年
へ
の
進
級
時
に
在
籍
し
て
い
な
か
っ
た
児
童
の
割
く
ロ
を
表
す
。
こ
こ
か
ら
、
離
脱
率
は
、
課
程
の
い
ず
れ
の
段
階
で

離
脱
し
た
結
果
、
小
学
校
卒
業
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
際
の
手
が
か
り
と
な
る
と
い
え
る
。
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（
ご
全
国
平
均

ま
ず
、
対
象
時
期
に
お
い
て
、
全
国
平
均
で
は
ど
の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
表
１
は
、
一
九
一
一
四
（
大
正
一
一
一
一
）
年
度
入
学
児
童
か
ら
一
九
三
八
（
昭
和
一
一
一
一
）
年
度
入
学
児
童
の
離
脱

率
、
グ
ラ
フ
１
と
２
は
卒
業
率
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
離
脱
に
は
中
途
退
学
に
加
え
、
少
な
く
と
も
一
）
死
亡
、
二
）
県
外
へ
の
転
出
、
’
一
一
）
長
期

（
川
）

欠
席
、
そ
し
て
、
四
）
就
学
免
除
・
猶
予
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
一
」
と
を
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

本
研
究
に
お
け
る
離
脱
と
は
、
沖
縄
県
内
の
小
学
校
か
ら
の
離
脱
を
包
括
的
に
指
す
に
留
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
対
象
史

料
を
『
文
部
省
年
報
」
に
限
定
し
た
本
稿
で
は
、
離
脱
要
因
の
区
分
は
議
論
の
対
象
外
と
し
、
次
へ
の
課
題
と
す
る
。

二
本
論
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対一年対･入学：

3802
-

4828

露窯璽霧f霧雲霧i雲霧'三豪i雲|雲霞轤窯篝’298Ｃ̄

4060

写可?正。－，。ｆ脱:躯二

■Z匡囿ョ：。０．．１ＢＯＯ・・・ロ
０■、0●ロ：ＢＯＯ■Oロ●二“□■，ロロ

〕８

雛lBa率

0.399

０４８９
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表１全国児童離脱・卒業率（『文部省年報」各年報より作成）
大正１３年度入学（30）

大正１４年度入学（３１）

大正１５年度入学（32）

2薑半篝舅lE雲壽雪襄i雲霧'三篝薑琴襄i雪篝臺ilg讓壽璽琴襄襄1壽壽
昭和２年度入学（33）

昭和３年度入学（34）

三雲半蘂'三蕊雪鑿雲霧|E篝壽i=雲霧篝|三雲i二三霧雲霧'三曇
昭和４年度入学（35）

昭和５年度入学（36）
▼

年比ｉ雛一

正．：０８.ＢＢＯＯＯＯｐ゛.:：．１１０６１ローＢ0..■罹回
■■■■■■■

：００１００．０００００■

昭和６年度入学（37）

=薑i義iil=F1薫菫!＝鑿雲霧'三霧雲霧雲霧|E蘂薑i璽蘂|雪窒襄
昭和７年度入学（38）

三雲'三臺曇|蕊三篝z琴篝穗i雪巴憲璽篝襄'二曇'三雪雲雪雲鬘1雲
昭和８年度入学（39）

昭和９年度入学（40）

L雲半驫'2議三霧襄'三霧i雪E霧|雪篝'三曇壽雲霧蘂|E蘂
昭和１０年度入学（41）

=雲f薑i雲＃三i鑿三霧簔'三篝壽|雪霧雪雲鬘'三驫雲篝雲霧|巨驫
昭和１１年度入学（42）

11雲１２菫臺鬘ｌＥ菫霧二鑿雲霧1薑鬘壽雪霧襄穰薑雲篝雪駕襄
昭和１２年度入学（43）

三雲１２菫菫臺ｌＥ菫臺雲二霧雲霧|E蕊i雲霧g駕蕊雲霧雪霧癬
昭和１３年度入学（44）

ご雲土i鑿;|巳菫菫壽雲霧雲霧|E蕊奎窯璽篝襄lE臺臺雲i菫嗜霧藝霧|三雲
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ま
ず
、
離
脱
率
は
、
表
一
か
ら
、
対
象
期
間
の
冒
頭
わ
ず
か
な
時
期
を
除
き
期
間
の
前
半
で
は
い
ず
れ
の
学
年
間
で

も
二
％
未
満
、
期
間
の
後
半
に
な
る
と
一
％
未
満
の
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
年
生
と
六
年
生
の
進
級

時
に
、
わ
ず
か
は
あ
る
が
離
脱
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
全
国
小
学
校
児
童
の
卒
業
率
平
均
は
、

グ
ラ
フ
｜
と
一
一
か
ら
一
九
三
○
年
代
に
は
九
○
％
以
上
に
達
し
、
緩
や
か
な
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
は
、
土
方
苑
子
が
明
ら
か
に
し
、
木
村
元
が
一
一
一
一
口
及
し
た
一
九
一
一
一
○
年
代
以
降
に
お
け
る
小
学
校
の
国
民
の
あ
ら
ゆ
る

（
応
）

層
へ
の
定
着
と
初
等
後
教
育
の
拡
大
を
反
映
し
た
数
値
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
初
等
後
教
育
へ
の
進
学
を
前
提
と

し
て
小
学
校
へ
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
、
よ
り
一
般
的
な
こ
と
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
男
児
と
女
児
を
比
較
す
る
と
、
男
児
は
女
児
に
比
べ
て
低
い
離
脱
率
と
高
い
卒
業
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
女
児
と
比
べ
て
よ
り
多
く
の
男
児
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
て
い
た
と
い
え
る
。

三
）
沖
縄
県

次
に
、
同
時
期
の
沖
縄
県
に
お
い
て
は
ど
の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
表

２
と
グ
ラ
フ
３
と
４
は
沖
縄
県
に
お
け
る
児
童
の
離
脱
率
の
一
覧
な
ら
び
に
卒
業
率
の
推
移
を
表
す
。
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表２沖縄県児童離脱・卒業率（｢文部省年報」各年報より作成）

大正１３年度入学（30）

大正１４年度入学（３１）

大正１５年度入学（32）

昭和２年度入学（33）

昭和３年度入学（34）

昭和４年度入学（35）

昭和５年度入学（36）

昭和６年度入学（37）

昭和７年度入学（３８）

昭和８年度入学（39）

昭和9年度入学（40）

昭和１０年度入学（４１）

昭和１１年度入学（42）

昭和１２年度入学（43）

昭和１３年度入学（44）
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そ
れ
で
は
、
以
上
の
数
値
か
ら
ど
の
程
度
の
沖
縄
県
内
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
、
卒
業
を
迎
え
て
い
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
か
。
表
３
と
４
は
、
全
国
平
均
と
沖
縄
県
児
童
の
卒
業
率
の
比
較
、
ま
た
、
グ
ラ
フ
５
と
６
は
そ
れ
を
グ

ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
離
脱
率
に
つ
い
て
は
前
掲
の
表
１
と
表
２
を
参
考
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
ら
表
と
グ
ラ
フ
か
ら
、
沖
縄
県
内
の
児
童
の
離
脱
・
卒
業
率
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。

ま
ず
、
離
脱
率
は
、
多
少
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
一
一
一
％
か
ら
七
％
前
後
の
数
値
を
示
す
場
合
が
多
く
、
ま
た
二
年

生
と
六
年
生
へ
の
進
級
時
に
示
す
数
値
が
、
全
国
平
均
と
比
較
し
て
か
な
り
高
い
。
そ
し
て
、
卒
業
率
は
上
昇
と
下
降

を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
概
し
て
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
値
は
一
九
三
○
年
代
を
通
し
て
八
○
％
台
で
推

移
す
る
に
と
ど
ま
り
、
同
時
期
の
全
国
平
均
に
は
達
し
て
い
な
い
。
沖
縄
県
児
童
の
卒
業
率
が
九
○
％
台
を
達
成
す
る

の
は
男
児
で
一
九
四
一
一
一
年
、
女
児
で
一
九
四
二
年
で
あ
る
。
た
だ
し
、
女
児
の
一
九
四
二
年
の
卒
業
率
は
突
出
し
て
高

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
該
当
年
度
（
一
九
四
○
（
昭
和
一
六
）
年
度
）
に
小
学
校

令
が
国
民
学
校
令
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
男
児
と
女
児
を
比
較
す
る
と
、
全
国
平
均
と
同
様
に
男
児
の
方
が
よ
り
低
い
離
脱
率
と
よ
り
高
い
卒
業
率
を

示
し
、
女
児
と
比
べ
て
多
く
の
男
児
が
卒
業
ま
で
小
学
校
に
通
い
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
結
論
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沖
縄
県
で
は
入
学
し
た
児
童
の
う
ち
、
全
国
平
均
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
の
児
童
が
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎

え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
本
稿
の
課
題
に
対
し
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
結
論
が
得
ら
れ
る
。

第
一
に
、
沖
縄
県
で
は
卒
業
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
位
を
示
し
、
か
つ
離
脱
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
位
を
示
し
た
こ

と
か
ら
、
沖
縄
県
内
で
は
小
学
校
に
通
い
続
け
て
卒
業
を
迎
え
る
児
童
の
割
合
が
全
国
平
均
と
比
較
し
て
相
対
的
に
低

か
っ
た
と
推
論
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
一
九
三
○
年
代
を
と
お
し
て
、
沖
縄
県
に
お
い
て
も
児
童
の
離
脱
率
の
低
下
と
卒
業
率
の
上
昇
が
起
こ
つ
、
力

て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
」
の
時
期
に
沖
縄
県
に
お
い
て
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
の
時
期
ゆ
け

と
比
較
し
て
、
人
び
と
の
間
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
が
結
論
の
第
二
点
目
で
あ
る
。

続い

第
一
二
に
、
離
脱
率
は
、
全
国
と
沖
縄
県
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
低
学
年
時
と
高
学
年
時
に
上
昇
す
る
と
い
う
類
似
し
過

た
形
で
推
移
す
る
が
、
沖
縄
県
の
場
合
は
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
離
脱
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
位
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
輔小

沖
縄
県
で
は
低
学
年
時
と
吉
同
学
年
時
に
、
よ
り
多
く
の
児
童
が
小
学
校
か
ら
離
脱
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。
で
ま業

以
上
の
結
論
を
士
（
ロ
と
し
て
、
次
へ
の
課
題
は
以
下
の
よ
う
に
設
｛
正
で
き
る
。

江
十は

ま
ず
、
児
童
の
離
脱
要
因
の
区
分
と
児
童
の
離
脱
時
期
と
の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
低
学
年
童
日
レ

ー
ノ

時
と
高
学
年
時
に
児
童
の
離
脱
が
集
中
し
て
い
た
一
」
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
小
学
校
へ
就
学
し
た
ば
か
り
の
幼
い
児
勵

童
の
離
脱
と
、
あ
る
程
度
通
い
続
け
年
齢
も
上
が
っ
た
児
童
の
離
脱
要
因
が
全
く
同
一
と
考
え
る
に
は
慎
重
で
あ
ら
れ
蝋

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
児
童
の
離
脱
要
因
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
考
知



え
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
一
九
三
○
年
代
の
沖
縄
県
に
お
い
て
小
学
校
に
通
い
続
け
卒
業
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
が
人
び
と
の
間
に
広

ま
っ
た
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
の
卒
業
率
の
上
昇
幅
は
対
象
時
期
を
と
お
し
て
、
男

女
そ
ろ
っ
て
約
一
○
％
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
の
男
女
平
均
の
約
二
倍
近
い
数
値
に
値
す
る
が
、
な
ぜ
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
卒
業
率
の
上
昇
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の
要
因
の
検
討
を
、
先
述
し
た
離
脱
要
因
の
検
討
と
併
せ
て
行
う

（
旧
）

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
汀
）

そ
し
て
、
本
稿
は
沖
縄
県
全
体
を
検
討
対
象
と
し
、
地
域
（
群
島
や
郡
）
ご
と
の
検
討
を
行
わ
な
か
っ
た
。
く
う
後
は
、

沖
縄
島
内
部
で
も
那
覇
や
首
里
と
い
う
都
市
部
と
そ
の
他
の
地
域
（
国
頭
‐
中
頭
・
島
尻
郡
）
、
ま
た
沖
縄
群
島
と
宮

古
・
八
重
山
群
島
な
ど
と
い
っ
た
地
域
ご
と
の
特
色
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
課
題
は
、

稿
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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教
育
の
ミ
シ
の
目
シ
の
同
（
二
日
本
の
経
験
・
近
代
日
本
の

初
等
義
務
教
育
に
お
け
る
ミ
ン
の
日
シ
の
ロ
」
『
国
立
教
育
研
究
所
紀
要
』
第
五
六
集
、
一
九
六
七
年
四
月
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太
田
朝
敷
「
沖
縄
県
政
五
十
年
」
比
屋
根
照
夫
・
伊
佐
眞
｜
編
『
太
田
朝
敷
選
集
上
巻
」
第
一
書
房
、
’
九
九
一
一
一
年
所
収

（
初
版
国
民
教
育
社
発
行
、
’
九
一
一
三
年
）

木
村
元
編
著
「
日
本
の
学
校
受
容
ｌ
教
育
制
度
の
社
会
史
』
勁
草
書
房
、
’
一
○
三
年

佐
藤
秀
夫
「
児
童
の
就
学
」
（
国
立
教
育
研
究
所
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
国
立
教
育
研
究
所
、
’
九
七
四
年
、
第
三
巻
所
収
）

佐
藤
秀
夫
「
児
童
の
就
学
」
（
国
立
教
育
研
究
所
「
日
本
近
代
教
育
百
年
史
」
国
立
教
育
研
究
所
、
’
九
七
四
年
、
第
四
巻
所
収
）

土
方
苑
子
ヨ
文
部
省
年
報
』
の
就
学
率
の
再
検
討
ｌ
学
齢
児
童
は
ど
の
く
ら
い
い
た
か
ｌ
」
日
本
教
育
学
会
編
「
教
育
学
研

究
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
一
九
八
七
年
一
二
月

土
方
苑
子
「
近
代
日
本
の
学
校
と
地
域
社
会
ｌ
村
の
子
ど
も
は
ど
う
生
き
た
か
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年

真
境
名
安
興
『
沖
縄
教
育
史
要
』
沖
縄
書
籍
販
売
社
、
’
九
六
五
年
（
初
出
沖
縄
師
範
学
校
編
『
沖
縄
県
師
範
学
校
五
十
周

年
記
念
誌
」
沖
縄
県
師
範
学
校
学
友
会
、
’
九
三
一
年
）

安
川
寿
之
輔
「
義
務
教
育
に
お
け
る
就
学
の
史
的
分
析
ｌ
明
治
期
兵
庫
県
下
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
日
本
教
育
学
会
編
『
教
育
学

研
究
』
第
二
九
巻
第
三
号
、
一
九
六
一
一
年
九
月

安
川
寿
之
輔
「
義
務
教
育
就
学
の
史
的
分
析
ｌ
資
本
主
義
の
生
成
と
寄
生
地
主
制
」
教
育
史
学
会
紀
要
編
集
委
員
会
編
『
日

本
の
教
育
史
学
』
第
七
集
、
一
九
六
四
年
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【
注
】

（
１
）
真
境
名
安
興
『
沖
縄
教
育
史
要
』
沖
縄
書
籍
販
売
社
、
’
九
六
五
年
、
’
八
一
頁
。
同
箇
所
で
真
境
名
は
、
一
九
○
九
（
明
治

四
一
一
）
年
の
時
点
で
の
就
学
率
を
「
百
分
の
九
十
七
」
だ
と
提
示
し
て
い
る
。
「
文
部
省
年
報
」
第
三
七
年
報
（
一
九
○
九
年

度
）
で
は
、
沖
縄
県
児
童
の
就
学
率
は
九
七
・
一
三
％
を
示
し
て
お
り
、
真
境
名
は
こ
の
調
査
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
同
年
度
の
全
国
の
就
学
率
平
均
は
、
九
八
・
八
六
％
で
あ
っ
た
。
真
境
名
は
、
こ
の
二
つ
の
数
値
を
比
較
し
て
、
沖
縄
県
の

就
学
率
が
全
国
平
均
に
伯
仲
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
こ
の
定
説
は
、
太
田
朝
敷
「
沖
縄
県
政
五
十
年
」
（
比
屋
根
照
夫
・
伊
佐
眞
一
編
「
太
田
朝
敷
選
集
上
巻
」
第
一
書
房
、
’
九
九
三

年
所
収
、
初
版
国
民
教
育
社
、
’
九
三
一
一
年
）
、
真
境
名
安
興
『
沖
縄
教
育
史
要
」
（
沖
縄
書
籍
販
売
社
、
一
九
六
五
年
、
初
出

沖
縄
県
師
範
学
校
編
『
沖
縄
県
師
範
学
校
五
十
周
年
記
念
誌
』
沖
縄
県
師
範
学
校
校
友
会
、
’
九
三
一
年
）
安
里
彦
紀
『
近
代

沖
縄
の
教
育
」
（
三
一
書
房
、
一
九
八
一
一
一
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
戦
前
期
か
ら
の
研
究
が
定
説

の
基
盤
を
形
成
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
今
日
に
お
い
て
も
近
代
沖
縄
教
育
史
研
究
の
基
礎
文
献
と
し
て
位
置
づ

い
て
い
る
と
い
え
る
。

（
３
）
安
川
寿
之
輔
「
義
務
教
育
に
お
け
る
就
学
の
史
的
考
察
ｌ
明
治
期
兵
庫
県
下
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
日
本
教
育
学
会
編
『
教
育
学

※
な
お
、
本
稿
は
、
二
○
一
五
年
六
月
二
七
日
沖
縄
文
化
協
会
公
開
研
究
発
表
会
で
発
表
し
た
内
容
に
、
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
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（
７
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

研
究
』
第
二
九
巻
第
三
号
、
一
九
六
二
年
）
、
「
義
務
教
育
就
学
の
史
的
分
析
ｌ
資
本
主
義
の
生
成
と
寄
生
地
主
制
ｌ
」
（
『
日
本

の
教
育
史
学
』
第
七
集
、
’
九
六
四
年
）
。
佐
藤
秀
夫
「
児
童
の
就
学
」
（
国
立
教
育
研
究
所
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
国
立

教
育
研
究
所
、
’
九
七
四
年
、
第
三
巻
所
収
）
、
「
児
童
の
就
学
」
（
国
立
教
育
研
究
所
、
’
九
七
四
年
、
第
四
巻
所
収
）
と
い
っ

た
研
究
が
、
就
学
率
と
い
う
指
標
を
批
判
し
て
代
替
案
を
提
示
し
て
い
る
。

土
方
苑
子
「
近
代
日
本
の
学
校
と
地
域
社
会
ｌ
村
の
子
ど
も
は
ど
う
生
き
た
か
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
九
四
年
．

太
田
朝
敷
「
沖
縄
県
政
五
十
年
」
比
屋
根
・
伊
佐
編
、
’
九
九
三
年
、
六
三
頁
。

比
較
対
象
と
し
て
全
国
平
均
が
設
定
さ
れ
る
の
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
「
就
学
率
」
の
比
較
対
象
は
常
に
他
府
県
平
均
、
つ
ま

り
全
国
平
均
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
比
較
対
象
を
変
え
ず
、
あ
く
ま
で
指
標
だ
け
を
変
更
し
て
従
来
の
評
価

を
検
討
す
る
。

安
川
寿
之
輔
は
、
氏
が
対
象
と
し
た
明
治
期
の
就
学
統
計
の
不
正
確
さ
と
出
席
率
の
低
さ
を
問
題
視
し
「
実
質
的
就
学
率
」
（
就

学
率
×
日
々
出
席
率
）
（
安
川
、
一
九
六
二
年
、
二
一
○
頁
）
と
い
う
数
値
を
発
案
し
た
。
佐
藤
秀
夫
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る

我
が
国
の
初
等
教
育
の
就
学
率
が
必
ず
し
も
当
時
の
就
学
実
態
そ
の
も
の
を
正
し
く
反
映
し
た
数
値
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た

と
批
判
し
、
生
徒
の
出
席
状
況
や
学
齢
児
童
の
在
籍
状
況
ま
で
も
考
慮
し
た
。
そ
し
て
、
「
小
学
校
学
齢
生
徒
数
」
（
小
学
校
生
徒

数
’
一
六
歳
未
満
就
学
学
生
徒
数
十
（
’
四
歳
以
上
就
学
生
徒
数
－
中
学
校
・
師
範
学
校
・
外
国
語
学
校
そ
の
他
の
小
学
校
以

外
の
学
校
生
徒
数
二
）
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
日
々
出
席
小
学
校
生
徒
平
均
数
」
と
掛
算
す
る
こ
と
で
「
日
々
出
席
小
学

校
学
生
生
徒
数
」
を
求
め
る
。
こ
の
「
日
々
出
席
学
齢
生
徒
数
」
の
「
学
齢
児
童
総
数
」
に
対
す
る
百
分
率
を
「
通
学
率
」
と
定
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め
、
「
就
学
率
」
と
連
続
的
に
対
比
し
う
る
よ
り
実
際
的
な
就
学
実
態
数
値
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
ま
た
、
研
究
目
的
・
課
題
を

異
に
す
る
が
、
阿
部
宗
光
と
天
野
郁
夫
は
言
勝
己
、
①
と
い
う
視
点
か
ら
教
育
上
の
現
象
を
見
る
た
め
コ
ー
ホ
ー
ト
方
式
に
よ
っ

て
「
残
存
率
」
（
本
稿
に
お
け
る
「
離
脱
率
」
の
裏
返
し
の
概
念
と
い
え
る
）
（
阿
部
宗
光
・
天
野
郁
夫
「
開
発
段
階
に
あ
る
ア

ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
初
等
教
育
の
ミ
ン
の
日
シ
の
ロ
（
｜
）
日
本
の
経
験
・
近
代
日
本
の
初
等
義
務
教
育
に
お
け
る
ニ
レ
の
日
シ
の
巴

（
「
国
立
教
育
研
究
所
紀
要
』
第
五
六
集
、
一
九
六
七
年
四
月
、
八
頁
）
な
ど
の
数
値
を
用
い
た
。
白
松
大
史
「
就
学
行
動
の
展

開
」
（
木
村
元
編
著
「
日
本
の
学
校
受
容
ｌ
教
育
制
度
の
社
会
史
」
勁
草
書
房
、
二
○
’
一
一
年
、
第
二
章
）
が
在
籍
対
象
人
口
に

対
す
る
児
童
・
生
徒
・
学
生
（
学
校
教
育
に
籍
を
持
つ
も
の
）
の
「
在
籍
率
」
を
提
示
し
、
神
代
健
彦
「
青
年
訓
練
所
か
ら
青
年

学
校
へ
ｌ
初
等
後
教
育
機
関
の
新
展
開
ｌ
」
（
木
村
編
著
、
二
○
一
二
年
、
第
三
章
）
が
青
年
学
校
の
生
徒
の
推
移
を
コ
ー
ホ
ー

ト
方
式
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
阿
部
・
天
野
、
神
代
、
そ
し
て
白
松
の
先
行
研
究
に
多
く
を
学
ん
だ
。

（
８
）
筆
者
が
行
っ
た
あ
る
市
の
教
育
委
員
会
へ
の
事
前
調
査
で
は
、
最
終
判
断
は
各
小
学
校
長
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
学
籍
簿
の
閲
覧
・

公
開
は
基
本
的
に
は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
９
）
『
文
部
省
年
報
』
各
年
報
凡
例
。

（
Ⅲ
）
第
三
次
小
学
校
令
施
行
規
則
（
一
九
○
○
年
文
部
省
令
第
一
四
号
）
第
八
九
条
「
市
町
村
立
尋
常
小
学
校
長
ハ
第
十
号
表
ノ
様

式
ニ
依
り
学
年
ノ
始
二
於
テ
入
学
シ
タ
ル
児
童
ノ
学
籍
簿
ヲ
編
製
ス
ヘ
シ
学
籍
簿
ハ
入
学
ノ
児
童
二
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ

ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
加
除
訂
正
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
、
）
た
だ
し
、
『
文
部
省
年
報
』
第
七
○
年
報
二
九
四
二
年
）
の
扱
い
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
該
当
年
報
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に
は
愛
知
県
市
町
村
立
小
学
校
の
各
学
年
在
籍
児
童
数
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
愛
知
県
市
町
村
立

小
学
校
の
児
童
は
、
こ
の
年
度
の
各
学
年
児
童
数
計
に
含
ま
れ
ず
、
本
稿
の
「
離
脱
」
と
同
様
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

第
七
二
年
報
（
’
九
四
四
年
）
以
降
に
は
、
戦
況
の
悪
化
の
た
め
に
沖
縄
県
の
統
計
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
対

象
時
期
に
は
含
ま
な
い
。

（
皿
）
ま
ず
、
｜
年
以
上
に
わ
た
っ
て
居
住
が
不
明
で
あ
る
な
ど
し
た
児
童
は
、
就
学
な
ど
に
関
す
る
も
っ
と
も
基
礎
的
な
名
簿
で
あ

る
学
齢
簿
か
ら
も
削
除
さ
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
（
小
学
校
令
施
行
規
則
（
’
九
○
○
年
文
部
省
令
一
四
号
）
第
八
一

条
「
市
町
村
長
ハ
学
齢
簿
編
製
後
三
月
一
一
一
十
一
日
マ
テ
ニ
其
ノ
市
町
村
二
来
往
シ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
学
齢
後

簿
二
記
入
ス
ヘ
シ
市
町
村
長
ハ
就
学
期
間
中
二
在
ル
児
童
ニ
シ
テ
其
ノ
市
町
村
二
来
住
シ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
其

ノ
児
童
ノ
就
学
ノ
始
期
ニ
達
ダ
ル
年
ノ
学
齢
簿
二
記
入
ス
ヘ
シ
市
町
村
長
ハ
学
齢
簿
二
登
載
ノ
児
童
ニ
シ
テ
左
ノ
各
号
ノ
’

一
一
該
当
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
抹
消
ス
ヘ
シ
ー
児
童
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
二
児
童
市
町
村
外
二
転
住
シ
タ
ル
ト

キ
三
児
童
ノ
居
住
一
箇
年
以
上
分
明
ナ
ラ
サ
ル
ト
キ
前
一
一
項
ノ
外
学
齢
簿
二
記
載
ノ
事
項
二
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅

滞
ナ
ク
之
ヲ
加
除
訂
正
ス
ヘ
シ
」
）
。
ま
た
、
同
規
則
で
は
、
児
童
の
異
動
に
際
し
て
は
即
時
に
学
籍
簿
を
整
理
す
る
こ
と
も
定

め
ら
れ
て
い
る
（
第
八
九
条
「
（
略
）
学
籍
簿
ハ
入
学
ノ
児
童
二
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
コ
レ
ヲ
加
除
訂
正
ス
ヘ

シ
」
）
。
こ
れ
ら
の
学
齢
簿
と
学
籍
簿
に
つ
い
て
の
条
項
に
し
た
が
え
ば
、
入
学
は
し
た
も
の
の
一
年
間
全
く
出
席
し
な
か
っ
た

児
童
は
、
入
学
者
に
は
計
上
さ
れ
て
も
第
一
学
年
時
在
籍
児
童
に
は
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
入

学
後
一
日
で
も
出
席
し
小
学
校
に
「
通
っ
た
」
経
験
が
あ
る
児
童
が
こ
こ
で
の
卒
業
率
を
算
出
す
る
際
の
分
母
と
し
て
計
上
ざ
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（
旧
）
土
方
、
一
九
九
四
年
、
一
三
○
頁
、
二
一
一
一
五
頁
。
木
村
編
著
、
一
一
○
’
一
一
年
、
七
頁
、
一
一
一
一
頁
。

（
肥
）
こ
の
点
を
冒
頭
に
挙
げ
た
日
清
・
日
露
戦
争
で
の
勝
利
に
加
え
て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
小
学
校
教
育
拡
大
を
も
た
ら
し
た
要
因

（
Ｂ
）
児
童
数
の
推
移
は
、
減
少
す
る
場
合
と
対
照
的
に
増
加
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
離
脱
と
い
う
語
を
も

ち
い
た
。
理
由
の
一
つ
は
、
本
稿
が
今
後
の
展
望
も
含
め
て
着
目
す
る
の
は
、
学
校
に
通
い
続
け
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
通

い
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
供
た
ち
に
つ
い
て
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
統
計
を
整
理
す
る
と
沖
縄
県
に

お
い
て
は
児
童
数
の
減
少
の
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
小
学
校
令
（
一
九
○
○
年
勅
令
第
三
四
四
号
）
第
一
一
一
一
一
一
条
「
学
齢
児
童
癒
癩
白
痴
又
ハ
不
具
ノ
疾
病
ノ
為
就
学
ス
ル
コ
ト
能
ハ

ス
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
市
町
村
長
ハ
監
督
官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
学
齢
児
童
保
護
者
ノ
義
務
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
学
齢
児
童

病
弱
又
ハ
発
育
不
完
全
ノ
為
就
学
セ
シ
ム
ル
ヘ
キ
時
期
一
一
於
テ
就
学
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
市
町
村
長
ハ
監
督

官
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
其
ノ
就
学
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
市
町
村
長
二
於
テ
学
齢
児
童
保
護
者
貧
窮
ノ
為
児
童
ヲ
就
学
セ
シ
ム

ル
コ
ト
能
ハ
ス
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
亦
前
二
項
二
準
ス
」
。
な
ら
び
に
、
注
一
二
で
挙
げ
た
小
学
校
令
施
行
規
則
第
八
一
条
、
第

八
九
条
も
参
照
の
こ
と
。
加
え
て
、
全
く
の
未
就
学
児
は
こ
こ
で
の
議
論
上
に
現
れ
な
い
。
『
文
部
省
年
報
』
に
記
さ
れ
る
学
齢

児
の
数
に
は
一
四
歳
人
口
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
各
年
四
月
一
日
現
在
で
の
満
六
歳
（
同
学
年
）
児
人
口
を
明
ら
か
に
す
る
資

料
は
、
管
見
の
限
り
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
資
史
料
と
方
法
の
検
討
が
本
稿
の
課
題
の
一
つ
で
あ

る
と
い
え
る
。

れ
る
。
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と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
仮
説
的
に
は
土
方
の
先
行
研
究
と
同
様
に
、
労
働
と
の
関
わ
り
（
学
歴
の
重
要
性
が

生
じ
た
こ
と
）
が
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅳ
）
ま
た
、
議
論
の
比
較
対
象
を
他
府
県
に
も
拡
大
す
る
場
合
、
長
崎
県
（
島
襖
部
）
、
島
根
県
（
離
島
部
）
、
広
島
県
（
移
民
県
）
、

そ
し
て
兵
庫
県
（
地
域
の
多
様
性
）
な
ど
が
そ
の
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
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